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が
何
ら
か
の
形
で
民
間
に
お
い
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
受
け

取
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
か
な
ら
ず
し
も
文
献
そ
の
ま
ま
の
語
ら
れ
方
で
な

く
、
何
が
し
か
の
変
容
を
と
げ
て
お
り
、
中
に
は
別
の
要
素
を
取
り
入
れ

た
り
、
別
の
話
に
取
り
込
ま
れ
た
り
し
た
民
間
故
事
も
あ
る
。

こ
の
舜
子
譚
と
継
子
譚
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
島
瓔
礼
「『
シ
ッ

デ
ィ
・
キ
ュ
ル
』
の
形
成
と
日
本
の
中
世
物
語
の
展
開
―
「
日
月
の
本

地
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
細
か
く
論
ぜ
ら
れ
て
い
る（
１
）。
本
稿
は
舜
子
譚
の

特
徴
で
あ
る
継
子
い
じ
め
と
聖
人
故
事
を
中
心
に
周
辺
の
故
事
も
含
め
、

管
見
に
入
っ
た
類
話
を
検
討
し
、
舜
と
い
う
神
話
的
人
物
に
ま
つ
わ
る
伝

承
を
考
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
古
代
の
聖
天
子
、
堯
・
舜
は
禅
譲
に
よ
っ
て
帝
の
位
を
譲
っ
た
理

想
の
天
子
と
さ
れ
て
お
り
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
が
文
献
に
も
記
録
さ

れ
、
民
間
故
事
と
し
て
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
儒
家
に
よ
っ
て
崇
め
ら
れ

た
た
め
に
特
別
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
な
か
で
も
舜
は
親
孝
行
の
代
表

と
し
て
、
中
国
の
仁
徳
あ
る
天
子
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
。
文
献
で
は

『
書
経
』『
孟
子
』『
史
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
の
古
典
に
記
載
さ
れ
、

孝
子
伝
、
二
十
四
孝
、
敦
煌
変
文
に
ま
で
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
今
日
の
民
間
伝
承
の
中
に
も
、
神
話
、
伝
説
、
民
間
故
事
と
し

て
舜
及
び
舜
関
連
の
話
が
あ
り
、
そ
れ
は
中
国
だ
け
で
な
く
日
本
に
ま
で

類
話
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
文
献
に
記
録
さ
れ
た
も
の

舜
子
譚
伝
承
考

―
継
子
い
じ
め
と
聖
人
故
事
―

繁
原
　
央
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一
、
日
本
に
お
け
る
舜
子
譚

　

日
本
の
各
地
に
舜
の
話
が
昔
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
関
敬
吾

『
日
本
昔
話
大
成
』
で
は
「
継
子
と
井
戸
」
と
題
し
て
２
２
０
Ａ
と
２
２

０
Ｂ
に
分
け
る（
２
）。

　

２
２
０
Ａ
は
継
子
が
継
母
に
よ
り
井
戸
に
落
と
さ
れ
殺
さ
れ
そ
う
に
な

る
話
で
、
鹿
児
島
県
は
大
島
郡
喜
界
島
、
沖
永
良
部
島
（
主
人
公
を

「
し
ゅ
ん
」
と
す
る
）、
同
じ
沖
永
良
部
島
、
徳
之
島
（
主
人
公
を
「
し
ゅ

ん
」
と
し
弟
を
「
か
お
る
」
と
す
る
）
の
四
例
。
広
島
県
は
深
安
郡
（
主

人
公
を
「
し
ゃ
い
ん
」
と
す
る
）、
同
（
こ
れ
も
「
し
ゃ
い
ん
」）
の
二

例
。
新
潟
県
は
佐
渡
郡
の
一
例
。
山
形
県
は
最
上
郡
の
二
例
。
岩
手
県
は

遠
野
市
の
一
例
を
記
す
。
全
部
で
十
例
で
あ
る
。

　

２
２
０
Ｂ
に
分
類
す
る
方
は
、
継
子
が
井
戸
に
入
っ
て
ゆ
く
と
異
世
界

が
あ
り
福
を
得
る
と
語
る
も
の
で
、
香
川
県
は
三
豊
郡
に
一
例
。
山
口
県

鳴
門
市
に
一
例
。
広
島
県
佐
伯
郡
に
二
例
の
四
例
を
記
す
。

　
『
日
本
昔
話
通
観
』
は
「
１
８
２
継
子
の
井
戸
掘
り
」
と
題
し
て
タ
イ

プ
分
類
し
て
い
る（
３
）。
そ
の
類
話
は
沖
縄
県
だ
け
で
十
六
例
を
数
え
、「
７

１
継
子
の
井
戸
掘
り
―
出
世
型
」（
那
覇
市
〈
名
を
「
す
ん
」
と
い
う
〉、

島
尻
郡
、
宮
古
郡
な
ど
七
ケ
所
）、「
７
２
継
子
の
井
戸
掘
り
―
脱
出
型
」

（
具
志
川
市
、
中
頭
郡
読
谷
村
な
ど
四
ケ
所
）、「
７
３
継
子
の
井
戸
掘
り

―
離
れ
島
脱
出
型
」（
石
垣
市
〈
名
を
「
太
春
」
と
い
う
〉
と
宮
古
郡
城

辺
町
の
二
ケ
所
）、「
７
４
継
子
の
井
戸
掘
り
―
亡
母
援
助
型
」（
国
頭
郡

と
宮
古
郡
の
二
ケ
所
）、「
７
５
継
子
の
井
戸
掘
り
―
炭
焼
き
長
者
型
」（
那

覇
市
）
の
五
つ
に
細
分
す
る
。
な
お
通
観
２
７
巻
の
補
遺（
４
）に

恩
納
村
、
与

那
国
な
ど
の
四
例
を
あ
げ
て
お
り
、
全
部
で
二
十
例
と
な
る
。

　

鹿
児
島
県
は
「
１
０
６
継
子
の
井
戸
さ
ら
え
―
継
子
成
功
型
」（
大
島

郡
〈
名
を
「
シ
ュ
ン
」
と
い
う
〉
の
五
ケ
所
と
鹿
児
島
郡
三
島
村
二
ヶ
所

の
七
例
に
補
遺
の
徳
之
島
の
一
例
を
加
え
る
と
八
例
）、「
１
０
７
継
子
の

井
戸
さ
ら
え
―
人
ま
ね
型
」（
名
瀬
市
〈
継
子
の
名
を
「
常
子
」
実
子
の

名
を
「
花
子
」
と
い
う
〉
の
一
例
）
に
分
け
る
。
広
島
県
は
「
１
５
０
継

子
の
井
戸
い
き
」
と
し
て
佐
伯
郡
〈
継
子
の
名
を
「
花
子
」、
実
子
を

「
節
子
」
と
い
う
〉
と
深
安
郡
〈
名
を
「
シ
ャ
イ
ン
」
と
い
う
〉
の
二
例

に
山
口
県
長
門
市
の
一
例
を
類
話
と
す
る
。
新
潟
県
佐
渡
郡
小
木
町
に

「
４
０
９
継
子
の
井
戸
埋
め
」
の
一
例
が
あ
る
。
山
形
県
（「
２
２
４
継
子

の
豆
太
鼓
」）
と
岩
手
県
（「
１
４
０
継
子
の
訴
え
―
継
子
と
鳥
型
」
と

「
１
４
１
継
子
の
訴
え
―
継
子
と
笛
型
」）
も
類
話
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

二
県
の
例
は
井
戸
掘
り
、
井
戸
さ
ら
え
を
語
っ
て
い
な
い
の
で
、
継
子
い

じ
め
譚
で
は
あ
る
が
類
話
に
加
え
な
い
方
が
い
い
。

　

こ
の
日
本
の
舜
の
話
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
清
司
「
継
子
の
井
戸
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掘
り
」（『
昔
話
伝
説
の
系
譜
』
所
収
）
の
論
考
が
あ
り
、
こ
の
「
継
子
の

井
戸
掘
り
」
型
の
話
は
、
中
国
の
「
舜
の
迫
害
譚
」
と
同
一
の
話
と
し
て

中
国
に
起
源
を
求
め
て
い
る
。「
舜
の
迫
害
譚
」
は
『
孟
子
』
万
章
篇
上

と
『
史
記
』
五
帝
本
紀
が
出
典
だ
が
、
そ
れ
と
の
比
較
だ
け
で
な
く
、
今

日
の
民
間
伝
承
に
も
ふ
れ
（
陳
鈞
「
害
不
知
的
大
舜
」『
民
間
文
学
』
を

引
く
）
（
５
）、「
敦
煌
変
文
」
の
『
舜
子
変
』
の
中
の
舜
が
井
戸
に
生
き
埋
め
に

遭
う
と
援
助
者
が
助
け
て
く
れ
る
点
も
ふ
ま
え
、
日
本
へ
の
伝
来
は
沖
縄

県
の
「
唐ト
ー
バ
ナ
シ話

」
よ
り
「
い
く
ぶ
ん
溯
る
と
み
て
い
い
」
と
さ
れ
る（
６
）。

二
、
中
国
民
間
故
事
の
資
料

　

一
九
八
〇
年
代
以
前
に
も
陳
鈞
「
害
不
知
的
大
舜
」
の
よ
う
に
舜
子
の

民
間
故
事
に
注
目
し
た
人
は
い
た
だ
ろ
う
が
、
採
集
さ
れ
た
数
は
多
く
な

い
。
一
九
八
二
年
、
中
国
民
間
文
芸
研
究
会
（
現
「
中
国
民
間
文
芸
家
協

会
」）
が
全
国
規
模
で
民
間
故
事
、
民
歌
民
謡
、
諺
語
の
三
種
を
採
集
記

録
す
る
「
三
套
集
成
」
と
俗
称
さ
れ
る
大
事
業
が
始
ま
り
、
一
九
八
四
年

か
ら
陸
続
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
民
間
故
事
の
県
単
位
の
県
巻
本
は
四
千

冊
に
も
な
っ
た
。
一
八
四
万
篇
の
民
間
故
事
が
採
集
さ
れ
、
こ
の
事
業
に

従
事
し
た
人
は
二
百
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
う（
７
）。
そ
れ
ら
は
多
く
内
部
資
料

と
さ
れ
見
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
が
、
近
年
図
書
館
等
か
ら
廃
棄
さ
れ
、

古
書
と
し
て
売
ら
れ
だ
し
、
六
五
五
冊
ほ
ど
手
元
に
あ
る
。

　

こ
の
四
千
冊
の
県
巻
本
を
基
に
一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け

て
、
二
十
七
の
省
と
北
京
、
天
津
、
上
海
の
三
つ
の
特
別
市
か
ら
「
中
国

民
間
故
事
集
成
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
全
部
で
三
十
種
三
十
三
冊
で
あ
る
。

三
冊
多
い
の
は
新
疆
、
四
川
、
雲
南
の
三
省
が
上
下
二
冊
に
な
っ
た
か
ら

だ
。
こ
の
事
業
に
よ
り
中
国
全
土
の
神
話
、
伝
説
、
民
間
故
事
〈
日
本
で

い
う
昔
話
に
あ
た
る
）、
笑
話
の
大
雑
把
な
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
基
に
な
っ
た
四
千
冊
の
県
巻
本
を
内
部
資
料
の
ま
ま
死
蔵
さ

せ
る
わ
け
に
い
か
な
い
と
、
二
〇
〇
四
年
に
中
国
民
間
文
芸
家
協
会
の
白

庚
勝
氏
の
提
言
で
民
間
故
事
採
集
整
理
の
組
織
が
再
結
成
さ
れ
、「
中
国

民
間
故
事
全
書
」
と
し
て
刊
行
が
始
ま
っ
た
。
中
国
全
土
の
県
単
位
で
三

千
冊
刊
行
を
五
年
で
完
結
さ
せ
る
と
目
標
設
定
さ
れ
た
。
県
巻
本
は
県
ご

と
の
事
情
に
よ
り
、「
中
国
民
間
故
事
集
成
」
資
料
本
と
か
「
三
套
集
成
」

内
部
資
料
と
題
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
か
ら
、
ガ
リ
版
刷
り
仮
綴
じ
の
も

の
ま
で
様
々
な
た
め
、
ま
ず
モ
デ
ル
地
区
を
二
ヶ
所
選
定
し
た
。
雲
南
省

大
理
白
族
自
治
州
分
巻
と
湖
北
省
宜
昌
市
分
巻
中
の
「
当
陽
巻
」
で
あ

る
。
両
書
の
編
集
方
法
に
よ
り
内
容
が
神
話
、
伝
説
、
故
事
、
笑
話
の
四

大
項
目
に
分
け
る
こ
と
と
、
講
述
者
（
話
者
）、
記
録
者
（
採
集
者
）
な

ど
の
基
本
情
報
を
明
記
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
「
当
陽
巻
」
に
は
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採
集
地
と
採
集
時
期
が
記
し
て
な
く
、
モ
デ
ル
本
と
し
て
は
不
備
だ
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
「
全
書
」
事
業
も
中
国
全
土
と
な
る
と
、
そ
う
簡
単
に
で
き
る
も

の
で
な
く
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
十
一
省
一
市
か
ら
一
五
九
冊
刊
行
さ
れ

た
に
止
ま
る
。
さ
ら
に
中
国
民
間
文
芸
家
協
会
の
事
情
か
ら
か
、
二
〇
一

四
年
に
「
中
国
民
間
故
事
叢
書
」
と
名
を
改
め
、
羅
楊
氏
の
総
主
編
で
同

じ
知
識
産
権
出
版
社
か
ら
版
型
も
変
え
て
刊
行
さ
れ
だ
し
た
。
二
〇
一
六

年
八
月
現
在
五
〇
冊
に
な
る
。
県
巻
本
が
再
整
理
さ
れ
公
刊
さ
れ
る
こ
と

は
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
、
県
単
位
の
民
間
故
事
が
出
そ
ろ
え
ば
比
較
資
料

と
し
て
意
味
あ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う（
８
）。

三
、
中
国
民
間
故
事
中
の
舜
子
譚

　

近
年
採
集
さ
れ
た
民
間
故
事
の
県
巻
本
、
集
成
、
全
書
、
叢
書
の
中
か

ら
、
舜
子
譚
を
捜
す
と
四
十
四
例
あ
っ
た
。
県
巻
本
六
五
五
冊
中
に
三
十

三
例
あ
り
、
集
成
に
二
十
一
例
あ
っ
た
が
、
集
成
は
県
巻
本
を
基
に
再
掲

し
て
い
る
の
で
、
両
者
に
共
通
す
る
同
文
の
も
の
が
十
一
例
あ
っ
た
た

め
、
話
数
は
四
十
三
例
と
な
る
。
全
書
百
五
十
九
冊
中
に
舜
子
譚
は
な

か
っ
た
。
叢
書
に
は
一
例
あ
っ
た
の
で
、
管
見
に
入
っ
た
舜
子
譚
は
四
十

四
例
と
な
る
。
今
後
叢
書
が
刊
行
さ
れ
る
に
つ
れ
て
舜
子
譚
が
収
録
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

四
十
四
例
の
出
典
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
省
ご
と
に
北
か
ら
南

に
記
す
。（
集
成
は
「
中
国
民
間
故
事
集
成
」、
叢
書
は
「
中
国
民
間
故
事

叢
書
」
の
こ
と
）

１
、	

甘
粛
省
天
水
市
北
道
区
「
舜
的
伝
説
」
集
成
、
甘
粛
巻
、
２
０
０
１

年
、
21
頁
。

２
、	

陝
西
省
淳
化
県
「
大
舜
的
伝
説
」『
淳
化
県
民
間
故
事
集
成
』
１
９

９
２
年
、
１
〜
２
頁
。

３
、	

河
北
省
寧
晋
県
「
堯
帝
禅
舜
」『
寧
晋
県
故
事
巻
』
１
９
８
９
年
、

３
〜
８
頁
。

４
、	

山
東
省
済
南
市
「
大
舜
的
伝
説
」『
済
南
民
間
故
事
』
１
９
８
６
年
、

１
〜
７
頁
。
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
集
成
の
山
東
巻
に
016
「
舜
耕
歴
山

下
」
と
題
し
て
収
め
る
。

５
、	　

同　

済
南
市
歴
下
区
「
舜
井
鎖
蛟
」『
歴
下
民
間
文
学
集
成
』
資

料
本
一
、
１
９
８
９
年
、
87
〜
89
頁
。
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
集
成
、

山
東
巻
244
に
収
め
る
。

６
、	　

同　

費
県
「
堯
王
選
賢
」『
費
県
民
間
文
学
集
成
』
故
事
巻
一
、

１
９
８
８
年
、
51
〜
52
頁
。
同
文
の
も
の
が
集
成
の
山
東
巻
に
014
と

し
て
入
れ
る
。

７
、	　

同　

諸
城
市
015
「
堯
主
訪
舜
」
集
成
、
山
東
巻
、
２
０
０
７
年
、
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17
〜
18
頁
。

８
、	

河
南
省
陝
県
「
舜
耕
黎
山
」『
三
門
峡
民
間
文
学
集
』
上
、
２
０
０

２
年
、
105
頁
。

９
、	　

同　

南
陽
県
039
「
堯
王
訪
賢
」
集
成
、
河
南
巻
、
２
０
０
１
年
、

46
〜
47
頁
。

10
、	　

同　

偃
師
県
。
040
「
舜
王
逃
生
」
集
成
、
河
南
巻
、
２
０
０
１

年
、
47
〜
48
頁
。

11
、	　

同　

偃
師
県
041
「
舜
王
封
娘
娘
」
集
成
、
河
南
巻
、
２
０
０
１

年
、
48
頁
。

12
、	

山
西
省
翼
城
県
023
「
舜
耕
歴
山
」
集
成
、
山
西
巻
、
１
９
９
９
年
、

40
頁
。

13
、	　

同　

沁
水
県
024
「
舜
王
伝
芸
可
陶
村
」
集
成
、
山
西
巻
、
１
９
９

９
年
、
40
〜
41
頁
。

14
、	　

同　

芮
城
県
025
「
舜
王
打
井
」
集
成
、
山
西
巻
、
１
９
９
９
年
、

41
〜
42
頁
。

15
、	　

同　

翼
城
県
026
「
丹
朱
墓
」
集
成
、
山
西
巻
、
１
９
９
９
年
、
42

〜
43
頁
。

16
、	

浙
江
省
紹
興
市
「
舜
王
和
神
龍
的
伝
説
」『
紹
興
市
故
事
巻
』
上
、

１
９
８
９
年
、
48
〜
50
頁
。
同
文
が
『
中
国
民
間
文
学
集
成
浙
江
省

紹
興
市
紹
興
県
故
事
巻
』
１
９
８
９
年
、
21
〜
23
頁
に
あ
る
。

17
、	　

同　

蕭
山
市
「
堯
拜
舜
為
天
子
」『
杭
州
市
故
事
巻
』
上
巻
、
１

９
８
９
年
、
23
〜
24
頁
。
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
『
中
国
民
間
文
学
集

成
浙
江
省
杭
州
市
粛
山
市
巻
』
１
９
８
９
年
に
「
舜
湖
」
と
題
を
変

え
て
入
れ
て
あ
り
、
さ
ら
に
集
成
の
浙
江
巻
１
９
９
７
年
77
頁
に
も

058
「
舜
拜
天
子
」
と
題
し
て
同
文
を
載
せ
る
。

18
、	　

同　

寧
波
・
慈
溪
「
虞
舜
伝
説
」
叢
書
、『
浙
江
寧
波
慈
溪
巻
』

２
０
１
５
年
、
７
〜
８
頁
。

19
、	　

同　

武
義
県
036
「
虞
舜
開
田
」
集
成
、
浙
江
巻
、
１
９
９
７
年
51

〜
52
頁
。

20
、	

湖
北
省
随
州
市
030
「
舜
的
伝
説
」
集
成
、
湖
北
巻
、
１
９
９
９
年
36

〜
37
頁
、
異
文
を
37
〜
38
頁
に
載
せ
る
。

21
、	　

同　

房
県
「
舜
耕
歴
山
」『
神
農
架
民
間
故
事
集
』
１
９
９
０
年
、

64
〜
66
頁
。

22
、	

湖
南
省
東
安
県
「
堯
王
選
賢
」『
東
安
県
資
料
本
』
上
巻
、
１
９
８

７
年
、
21
〜
22
頁
。

23
、	　

同　
「
舜
皇
戦
寿
仏
」　

同　

23
〜
26
頁
。

24
、	　

同　
「
舜
皇
菩
薩
実
霊
」　

同　

27
〜
29
頁
。

25
、	　

同　
「
升
米
碓
坑
」　

同　

30
〜
32
頁
。

	

零
陵
『
零
陵
地
区
分
巻
』
上
冊
、
１
９
８
８
年
、「
伝
説
」
の
部

26
、	　

同　
「
堯
王
訪
舜
」
寧
遠
県
一
帯
、
69
頁
。
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27
、	　

同　
「
舜
帝
南
巡
」　

同　

九
疑
山
一
帯
、
70
〜
73
頁
。

28
、	　

同　
「
舜
帝
審
案
」　

同　

寧
遠
県
一
帯
、
74
〜
76
頁
。

29
、	　

同　
「
舜
帝
見
許
由
」　

同　

寧
遠
県
、
76
〜
78
頁
。
集
成
の
湖
南

巻
の
046
も
同
文
。

30
、	　

同　
「
舜
和
舜
妹
的
伝
説
」　

同　

寧
遠
県
一
帯
、
79
〜
83
頁
。

31
、	　

同　
「
舜
和
后
娘
」　

同　

東
安
県
、
84
頁
。
集
成
の
湖
南
巻
の
047

も
同
文
。

32
、	　

同　
「
舜
王
与
白
想
」　

同　

道
県
、
86
頁
。

33
、	　

同　
「
九
疑
岩
里
黄
河
流
」　

同　

寧
遠
県
、
87
〜
89
頁
。

34
、	　

同　
「
舜
帝
和
娥
皇
女
英
」　

同　

藍
山
県
舜
郷
一
帯
、
89
〜
92

頁
。
集
成
の
湖
南
巻
の
048
も
ほ
ぼ
同
文
。

35
、	　

同　
「
舜
帝
之
死
」　

同　

寧
遠
一
帯
、
93
〜
94
頁
。

	

零
陵
『
零
陵
地
区
分
巻
』
上
冊
、
１
９
８
８
年
、「
神
和
神
性
英
雄

神
話
」
の
部

36
、	　

同　
「
舜
帝
降
九
龍
」　

同　

寧
遠
県
、
51
〜
54
頁
。
集
成
の
湖
南

巻
045
も
同
文
。

37
、	　

同　
「
舜
皇
偸
雨
」　

同　

東
安
県
、
55
頁
。

38
、	　

同　
「
斬
蚊
洞
」　

同　

道
県
、
56
〜
57
頁
。

39
、	　

同　
「
刀
削
峯
的
由
来
」　

同　

寧
遠
県
、
58
頁
。

40
、	　

同　
「
三
分
石
」　

同　

寧
遠
県
一
帯
、
59
〜
60
頁

41
、	　

同　
「
二
妃
与
百
鳥
」　

同　

寧
遠
県
一
帯
、
61
〜
62
頁
。

42
、	　

同　
「
珍
珠
墓
」　

同　

寧
遠
、
藍
山
等
県
、
62
〜
65
頁
。

43
、	

貴
州
省

族
・
都
匀
市
020
「
舜
祖
請
太
陽
」
集
成
、
貴
州
巻
、
24
〜

25
頁
。

44
、	

四
川
省
成
都
市
「
舜
射
九
日
」『
成
都
民
間
文
学
集
成
』
１
９
９
１

年
、
52
〜
54
頁
。
集
成
の
四
川
巻
上
冊
の
062
に
再
掲
。

　

こ
の
四
十
四
例
を
内
容
か
ら
類
話
ご
と
に
分
け
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
い
く
つ
か
の
項
目
に
ま
た
が
っ
て
い
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
に
い

れ
る
。
Ａ
の
「
ハ
、
継
母
の
色
じ
か
け
」
は
該
当
す
る
民
間
故
事
は
な
い

が
、『
舜
子
変
』
に
あ
る
の
で
今
後
の
発
見
を
期
待
し
て
項
目
を
た
て
て

お
く
。

Ａ
、
継
子
い
じ
め
の
故
事

イ
、
焼
廩
と
塡
井
―
１
、
３
、
４
、
10
、
14
、
20
、
20
異
文
、
21

ロ
、
継
子
と
炒
り
豆
―
10
、
31

（
ハ
、
継
母
の
色
じ
か
け
―
敦
煌
変
文
、
沖
縄
の
昔
話
「
継
母
と
王

位
」
な
ど
）

Ｂ
、
仁
徳
を
示
す
聖
人
故
事

イ
、
開
田
耕
地
―
３
、
４
、
13
、
19
、
20
異
文
、
21
、
28

ロ
、
牛
を
問
う
―
２
、
６
、
７
、
８
、
９
、
12
、
17
、
22
、
26

Ｃ
、
舜
子
周
辺
の
故
事
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イ
、
二
妃
―
11
、
41

ロ
、
九
疑
山
―
39
、
40
、
41

ハ
、
悪
龍
退
治
―
５
、
16
、
27
、
30
、
33
、
34
、
36
、
38
、
40
、
42

ニ
、
そ
の
他

許
由
―
６
、
29
。
丹
朱
―
15
、
18
。
寿
仏
―
23
。
舜
の
遊
行
―

24
。
白
想
―
32
。
舜
の
死
―
35
。
黒
土
の
由
来
―
37
、
射
日
―

43
、
44

　

Ｃ
の
「
ニ
、
そ
の
他
」
に
入
れ
る
の
が
十
一
例
も
あ
る
の
は
、
舜
子
譚

の
広
が
り
を
示
し
て
い
よ
う
。
舜
子
譚
は
こ
の
よ
う
に
多
様
な
語
ら
れ
方

を
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
文
献
に
記
録
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
語

ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
改
作
さ
れ
て
い
る
か
、
興
味
深
い
。
文
献
そ

の
ま
ま
で
あ
る
わ
け
は
な
い
に
し
て
も
、
口
承
さ
れ
る
間
に
ど
う
変
形
し

た
か
み
て
い
き
た
い
。

Ａ
、
継
子
い
じ
め
の
故
事

イ
、
焼
廩
と
塡
井

　

甘
粛
、
河
北
、
山
東
、
河
南
、
山
西
、
湖
北
（
３
例
）
の
八
例
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
山
西
省
の
集
成
の
「
14
舜
王
打
井
」
の
あ
ら
す
じ
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

杜
庄
郷
歴
山
の
村
に
二
つ
の
古
い
井
戸
が
あ
る
。
一
方
は
苦
い
井
戸

で
、
一
方
は
甘
い
井
戸
と
い
う
。
伝
説
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
大
舜
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
舜
が
堯
の
都
・
平
陽
で
役
人
に
な
っ
て
い

た
が
、
娥
皇
・
女
英
の
二
人
の
妻
を
連
れ
て
家
に
帰
っ
た
。
舜
の
母

は
継
母
で
、
父
は
瞽
叟
と
い
い
、
目
が
見
え
な
か
っ
た
。
継
母
と
の

間
に
象
と
い
う
男
の
子
と
系
と
い
う
女
の
子
が
あ
っ
た
。
家
中
で
舜

を
虐
待
し
殺
そ
う
と
思
っ
て
い
た
。
舜
が
妻
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
た

の
で
継
母
は
象
と
図
っ
て
娥
皇
・
女
英
を
奪
お
う
と
計
略
を
巡
ら
し

た
。
あ
る
日
、
継
母
が
井
戸
の
旁
で
金
の
簪
を
井
戸
に
落
と
し
、

「
重
華
や
、
金
の
簪
を
拾
っ
て
お
く
れ
」
と
い
っ
た
。
舜
は
親
孝
行

な
の
で
、
井
戸
に
降
り
る
と
き
い
て
も
す
ぐ
に
承
知
し
た
。
舜
が
井

戸
の
底
に
降
り
た
時
、
継
母
は
象
と
縄
梯
子
を
切
り
、
石
を
投
げ
お

ろ
し
、
石
板
で
井
戸
の
口
を
ふ
さ
い
だ
。
二
人
は
満
足
げ
に
舜
の
住

居
に
行
き
舜
の
妻
と
財
産
を
と
ろ
う
と
し
た
。
継
母
が
舜
の
二
人
の

妻
に
、「
舜
は
死
ん
だ
」
と
い
っ
た
が
、
娥
皇
・
女
英
は
驚
か
な

か
っ
た
。
そ
の
時
琴
の
音
が
聞
こ
え
た
。
舜
が
弾
い
て
い
る
の
を
見

て
驚
き
、
弟
の
象
が
「
生
き
て
い
た
ん
で
す
か
。
私
た
ち
は
知
ら
せ

に
来
た
ん
で
す
」
と
い
う
。
継
母
は
顔
が
土
色
に
な
り
舜
が
ど
う

や
っ
て
出
て
き
た
か
分
か
ら
な
い
。
も
と
も
と
井
戸
は
二
つ
の
穴
が

あ
り
、
そ
れ
は
そ
う
遠
く
な
く
通
じ
て
い
た
の
だ
。
舜
は
石
が
落
ち
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て
き
た
時
、
急
い
で
二
つ
の
井
戸
の
中
間
に
い
て
、
継
母
が
い
な
く

な
る
の
を
待
っ
て
、
別
の
井
戸
か
ら
は
い
出
し
た
の
だ
。
舜
の
眼
か

ら
流
れ
た
涙
で
井
戸
の
水
が
苦
く
な
り
、
簪
の
井
戸
の
水
は
甘
く

な
っ
た
。
舜
の
継
母
は
何
回
も
舜
を
殺
そ
う
と
し
た
が
出
来
な
か
っ

た
。
舜
は
そ
れ
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
父
母
を
孝
養
し
、
弟
を
助
け

た
。
象
は
恥
ず
か
し
く
な
り
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
兄
と
二
人
の
兄
嫁
に

詫
び
を
い
れ
た
。（
薛
振
東
講
述
、
文
暁
採
録
、
１
９
８
４
年
、
芮

城
県
杜
庄
郷
歴
山
村
に
て
採
録
）

二
つ
の
井
戸
の
由
来
伝
説
で
塡
井
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
な
る
。
こ
れ
に
は
焼

廩
の
部
分
は
な
い
。

　

こ
の
焼
廩
と
塡
井
の
モ
チ
ー
フ
は
『
書
経
』
に
な
く
、『
孟
子
』
に
あ

る
。『
孟
子
』
の
万
章
章
句
上
の
該
当
部
分
を
書
き
下
し
文
で
記
す
。

万ば
ん

章し
ょ
う

曰
く
、
父
母
舜
を
し
て
廩り
ん

を
完を
さ

め
し
め
、
階か
い

を
捐す

つ
。
瞽こ

叟そ
う

廩
を
焚や

く
。
井ゐ

を
凌さ
ら

へ
し
む
。
出
づ
。
従
っ
て
之
を
揜お
ほ

ふ
。
象
し
や
う

曰
く
、
都と

君く
ん

を
蓋お
ほ

ふ
こ
と
を
謨は
か

る
は
、
咸み
な

我
が
績せ
き

な
り
。
牛
羊
は
父

母
、
倉さ
う

廩り
ん

は
父
母
。
干か
ん

戈く
わ

は
朕わ
れ

、
琴こ
と

は
朕
、
弤ゆ
み

は
朕
、
二に

嫂さ
う

は
朕わ

が

棲せ
い

を
治を
さ

め
し
め
ん
、
と
。
象
往ゆ

き
て
舜
の
宮き
ゅ
う

に
入い

る
。
舜
、
牀し
や
う

に

在あ

り
て
琴
ひ
け
り
。
象
曰
く
、
鬱う
っ

陶た
う

と
し
て
君き
み

を
思
ふ
の
み
、
と
。

忸ぢ
く

怩ぢ

た
り
。
舜
曰
く
、
惟こ

れ
玆こ

の
臣し
ん

庶し
ょ

、
汝な
ん
ぢ

其
れ
予わ
れ

に
于お
い

て
治を
さ

め

よ
、
と
。
識し

ら
ず
、
舜
は
象
の
将ま
さ

に
己お
の
れ

を
殺こ
ろ

さ
ん
と
す
る
を
知
ら

ざ
る
か
、
と
。
（
９
）　

と
万
章
の
質
問
の
部
分
で
触
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
継
母
に
よ
る
い

じ
め
と
い
う
印
象
は
な
く
、
父
と
弟
が
殺
そ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

ま
だ
継
母
の
継
子
い
じ
め
と
明
確
に
語
っ
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
だ
ろ

う
。

　

そ
の
点
は
司
馬
遷
の
『
史
記
』
も
同
様
だ
が
、
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。

瞽こ

叟そ
う

、
尚な
ほ

復ま

た
之こ
れ

を
殺
さ
ん
と
欲ほ
っ

し
、
舜
を
し
て
上の
ぼ

り
て
廩
を
塗ぬ

ら
し
め
、
瞽
叟
下し
た

よ
り
火ひ

を
縦は
な

ち
て
廩
を
焚や

く
。
舜
、
乃
ち
両り
や
う

笠り
ふ

を
以
て
、
自み
づ
か

ら
扞ふ
せ

ぎ
て
下く
だ

り
去
り
、
死
せ
ざ
る
を
得
た
り
。
後
、

瞽
叟
又
舜
を
し
て
井
を
穿う
が

た
し
む
。
舜
、
井
を
穿
ち
、
匿と
く

空こ
う

の
㫄ば
う

出し
ゅ
つ

せ
る
を
為つ
く

る
。
舜
既
に
入い

る
こ
と
深
し
。
瞽
叟
、
象
と
共
に
土

を
下
し
井
に
実み

た
す
。
舜
、
匿
空
よ
り
出い

で
去
る
。
瞽
叟
・
象
喜

び
、
舜
を
以
て
已す
で

に
死
せ
り
と
為な

す
。
象
曰
く
、
本も
と

謀は
か

る
者
は
象
し
や
う

な
り
、
と
。
象
、
其
の
父
母
と
與と
も

に
分わ
か

た
ん
と
す
。
是こ
こ

に
於
て
曰

く
、
舜
の
妻つ
ま

な
る
堯げ
う

の
二
女
と
琴
と
は
、
象
之こ
れ

を
取と

ら
ん
。
牛
羊
倉
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廩
は
父
母
に
予あ
た

へ
ん
、
と
。
象
乃
ち
舜
の
宮
に
止と
ど

ま
り
居を

り
て
、
其

の
琴
を
鼓こ

す
。
舜
往ゆ

き
て
之
を
見
る
。
象
、
卾が
く

と
し
て
懌よ
ろ
こ

ば
ず
し

て
曰
く
、
我
、
舜
を
思
ひ
、
正ま
さ

に
鬱う
っ

陶た
う

た
り
、
と
。
舜
曰
く
、
然し
か

り
、
爾な
ん
ぢ

其
れ
庶ち
か

し
、
と
。
舜
、
復
た
瞽
叟
に
事つ
か

へ
、
弟
を
愛
し
て

弥い
よ

ゝい
よ

謹つ
つ
し

め
り
。（

（（
（

　

よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
が
劉
向
の
『
列
女
伝
』

で
、「
一
、
有
虞
二
妃
」
に
な
る
と
、
瞽
叟
と
象
の
謀
り
ご
と
に
対
し
て

二
妃
が
舜
に
助
言
と
鳥
工
や
龍
工
を
持
た
せ
て
助
け
る
と
い
う
ふ
う
に
変

え
て
い
る（

（（
（

。
二
妃
の
内
助
の
功
を
加
え
た
と
い
え
よ
う
。

　

下
っ
て
六
朝
時
代
の
孝
子
図
の
画
像
石
を
み
る
と
、
絵
の
脇
に
次
の
よ

う
な
説
明
丈
が
書
い
て
あ
る
。

「
舜
後
母
焼
廩
」「
与
象
敖
塡
井
」「
舜
父
瞽
廋
」「
帝
舜
二
妃
娥
皇

女
英
」「
虞
帝
舜
」（「
司
馬
金
龍
漆
図
屏
」
484
年
、
山
西
省
博
物
館
・

大
同
市
博
物
館
分
蔵
）（

（（
（　

こ
れ
は
舜
子
譚
の
う
ち
焼
廩
と
塡
井
と
二
妃
を
娶
る
話
が
描
か
れ
た
も
の

と
わ
か
る
。
さ
ら
に
寧
夏
回
族
自
治
区
の
固
原
北
魏
彩
絵
漆
棺
は
太
和

（
477
〜
499
年
）
こ
ろ
の
も
の
と
さ
れ
る
絵
が
あ
り
、
絵
像
の
傍
の
文
字
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
舜
後
母
将
火
焼
屋
欲
殺
舜
時
」「
使
舜
逃
井
灌
徳
金
銭
一
枚
銭
賜

□
石
田
時
」「
舜
徳
急
従
東
家
井
里
出
去
」「
舜
父
開
萌
去
」「
舜
後

母
負
葍
互
易
市
上
売
」「
舜
来
葍
」「
応
直
米
一
斗
倍
徳
二
十
」「
舜

母
父
欲
徳
見
舜
」「
市
上
相
見
」「
舜
父
共
舜
語
」「
父
明
即
開
時
」（
固

原
博
物
館
蔵
）（

（（
（　

こ
の
断
片
的
な
説
明
文
を
み
た
だ
け
で
、
後
述
の
敦
煌
発
見
の
『
舜
子

変
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち

焼
廩
と
塡
井
の
あ
と
、
父
は
目
が
見
え
な
く
貧
乏
に
な
り
、
母
が
葍フ
ク

（
ひ

る
が
お
、
変
文
で
は
薪
）
を
市
で
売
っ
て
い
る
と
、
舜
が
気
づ
い
て
米
と

交
換
し
て
や
り
、
お
金
ま
で
入
れ
て
や
る
。
父
が
気
づ
き
市
場
に
ゆ
き
舜

と
再
会
し
、
舜
の
お
か
げ
で
父
の
目
も
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
内

容
だ
ろ
う
。
す
で
に
六
朝
の
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
語
り
方
が
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

ロ
、
継
子
と
炒
り
豆

　

こ
の
話
は
「
10
、
舜
王
逃
生
」（
河
南
省
偃
師
県
）
の
も
の
と
「
31
、

舜
和
后
娘
」（
湖
南
省
東
安
県
）
の
二
例
し
か
な
い
。
前
者
の
前
半
を
み
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る
と
、

舜
が
小
さ
い
時
母
が
亡
く
な
り
、
父
は
後
妻
を
も
ら
っ
た
。
後
妻

は
子
を
産
み
象
と
名
付
け
ら
れ
た
。
舜
と
象
は
兄
弟
だ
が
扱
い
に
差

が
あ
っ
た
。
舜
は
毎
日
罵
ら
れ
満
足
に
食
べ
ら
れ
ず
、
着
ら
れ
ず
、

象
は
良
い
も
の
を
食
べ
、
着
て
い
た
。
後
妻
は
象
に
家
を
継
が
せ
よ

う
と
舜
を
殺
そ
う
と
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
父
は
二
人
に
麻
を
植
え

る
よ
う
に
い
っ
た
。
後
妻
は
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
、
悪
い
た
く
ら
み
を

企
て
た
。「
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
植
え
て
麻
が
生
え
た
ら
家
に
帰
っ
て

お
い
で
」
と
い
い
、
舜
の
麻
の
実
は
炒
っ
た
も
の
を
与
え
た
。
二
人

は
路
を
歩
い
て
象
は
麻
の
実
を
食
べ
た
が
う
ま
く
な
い
。
舜
の
麻
の

実
は
香
り
も
よ
く
食
べ
ら
れ
る
の
で
象
は
兄
と
交
換
し
て
も
ら
っ

た
。
舜
は
麻
の
実
を
換
え
た
の
で
何
日
も
経
た
ず
に
芽
が
出
た
が
、

象
が
植
え
た
も
の
は
出
な
か
っ
た
。
舜
は
後
妻
の
話
を
思
い
出
し
家

に
帰
っ
た
。
後
妻
は
聞
い
て
怒
っ
た
。

後
半
は
焼
廩
と
塡
井
の
話
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
継
子
と
炒
り
豆
」
に
つ
い
て
は
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。
そ
の
段
階

で
は
中
国
の
継
子
譚
か
ら
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
話
は
見
つ
け
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
中
国
の
小
鳥
前
生
譚
に
含
ま
れ
る
も
の
を
四
十
例
指
摘
し

た
。「
10
、
舜
王
逃
生
」
と
同
じ
河
南
省
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
話

を
紹
介
し
て
い
る
。

継
母
が
継
子
を
い
じ
め
、
自
分
の
子
と
一
緒
に
芝
麻
を
撒
か
せ

る
。
継
子
に
は
炒
っ
た
種
を
渡
す
が
、
実
子
は
兄
と
種
を
交
換
す

る
。
実
子
の
芝
麻
は
生
え
ず
、
死
ん
で
黒
い
小
鳥
と
な
り
鳴
く
。

（「
娘
炒
芝
麻
誰
知
道
」
口
述
者
＝
謝
青
奇
。
整
理
者
＝
李
華
強
。

『
丹
江
的
伝
説
』
中
国
民
間
故
事
集
成
河
南
浙
川
巻
一
、
河
南
省
浙

川
県
民
間
文
学
集
成
編
委
会
編
、
１
９
８
７
年
、
286
〜
287
頁
。
内
部

資
料
）

芝
麻
の
種
を
ま
く
点
も
共
通
し
て
い
る
。「
継
子
と
炒
り
豆
」
の
モ
チ
ー

フ
が
様
々
な
話
型
の
中
に
組
み
込
ま
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
継

子
譚
を
精
査
す
れ
ば
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
も
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
あ
る
。

ハ
、
継
母
の
色
じ
か
け

　

こ
の
モ
チ
ー
フ
は
民
間
故
事
の
中
か
ら
ま
だ
見
つ
け
て
い
な
い
が
、
継

子
譚
と
し
て
は
あ
り
う
る
モ
チ
ー
フ
だ
し
、
何
よ
り
『
舜
子
変
』
に
継
母

が
継
子
に
「
よ
か
ら
ぬ
心
」
を
お
こ
し
た
と
夫
に
訴
え
る
部
分
が
あ
る
の

で
、
一
つ
の
項
目
を
た
て
て
お
く
。
敦
煌
文
書
の
『
舜
子
変
』
の
訳
は
早
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く
入
矢
義
高
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
近
年
、
玄
幸
子
に
よ
り
精
緻
に
訳

さ
れ
た（

（（
（

。
こ
こ
で
は
箇
条
書
き
で
あ
ら
す
じ
を
追
っ
て
お
く
。

１
、
舜
の
実
母
・
楽
登
夫
人
が
病
に
か
か
り
、
三
年
臥
せ
っ
て
い
た

が
、
夫
の
瞽
叟
に
舜
を
託
し
て
亡
く
な
る
。

２
、
瞽
叟
は
継
母
を
迎
え
る
が
、
十
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
遼
陽
で

戦
さ
が
起
こ
っ
た
か
ら
と
稼
ぎ
に
行
く
。

３
、
三
年
経
っ
て
も
戻
ら
な
い
。
あ
る
日
舜
が
歩
琴
を
奏
で
て
い
る

と
老
人
が
遼
陽
か
ら
父
の
手
紙
を
持
っ
て
き
た
。
母
に
告
げ
る

と
継
母
は
計
略
を
た
て
、
舜
に
庭
の
紅
桃
を
摘
む
よ
う
い
う
。

４
、
舜
が
桃
を
摘
ん
で
い
る
と
継
母
も
桃
の
木
の
下
に
き
て
、
簪
を

抜
い
て
自
分
の
足
を
刺
し
、
大
声
で
舜
を
呼
び
足
の
棘
を
み
さ

せ
る
。

５
、
瞽
叟
が
帰
っ
て
も
継
母
は
床
に
就
い
た
ま
ま
起
き
な
い
の
で
、

聞
く
と
涙
を
流
し
て
、
舜
が
桃
の
木
の
下
に
棘
を
理
め
て
い
た

の
で
、
そ
れ
に
刺
さ
れ
て
足
が
傷
つ
き
、
痛
く
て
起
き
ら
れ
な

い
、
私
が
き
れ
い
な
の
を
見
て
よ
か
ら
ぬ
心
（
原
文
は
豬
狗
之

心
）
を
お
こ
し
た
の
だ
と
い
う
。

６
、
瞽
叟
は
舜
を
呼
び
問
い
詰
め
る
と
、
舜
は
言
い
訳
を
せ
ず
、
重

い
罪
を
犯
し
ま
し
た
、
存
分
に
叩
い
て
く
だ
さ
い
と
い
う
。
瞽

叟
は
象
児
を
呼
び
、
鞭
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、
舜
を
鞭
う
つ
。
血

が
流
れ
地
を
覆
う
。

７
、
百
鳥
が
な
き
、
天
帝
が
そ
れ
を
知
っ
て
下
界
に
降
り
、
方
術
を

舜
に
施
し
、
舜
は
打
た
れ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
。

こ
の
あ
と
に
、
焼
廩
と
塡
井
の
話
が
あ
り
、
舜
は
歴
山
で
耕
作
し
、
米
が

大
豊
作
に
な
る
。
一
方
、
瞽
叟
は
目
が
見
え
な
く
な
り
、
一
家
は
貧
乏
に

な
っ
て
、
継
母
が
薪
を
売
り
に
市
場
に
ゆ
く
と
、
舜
が
米
と
換
え
て
や
り

代
金
も
袋
に
入
れ
て
や
る
。
父
の
瞽
叟
が
舜
の
仕
業
か
と
気
づ
き
、
市
場

に
ゆ
き
舜
と
あ
い
、
瞽
叟
の
涙
を
舜
が
ぬ
ぐ
い
舌
で
な
め
る
と
、
目
が
見

え
る
よ
う
に
な
る
、
と
続
く
。
こ
の
後
半
部
分
は
前
述
の
固
原
北
魏
彩
絵

漆
棺
と
共
通
の
展
開
で
あ
る
。

　

継
母
が
継
子
を
陥
れ
る
た
め
に
誘
惑
す
る
と
い
う
設
定
は
、
沖
縄
県
具

志
川
市
の
伝
説
「
一
日
橋
」
が
『
日
本
昔
話
通
観
』
の
「
183　

継
子
と
王

位
」
と
し
て
一
つ
の
タ
イ
プ
に
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

１
、
継
母
の
妃
が
体
に
蜜
を
塗
り
、
継
子
が
そ
れ
に
と
ま
っ
た
蜂
を

払
う
と
、
継
母
は
王
に
、
継
子
が
乳
房
を
つ
か
む
、
と
讒
言
す

る
。

２
、
王
が
家
来
に
継
子
を
殺
す
よ
う
命
じ
る
が
、
家
来
は
継
子
を
山
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奥
の
家
に
預
け
る
。

３
、
人
々
が
次
男
に
王
位
を
継
が
せ
る
こ
と
に
反
対
す
る
の
で
、
継

子
の
生
存
を
知
っ
た
王
は
継
子
に
も
ど
っ
て
く
れ
と
頼
む
。

４
、
た
び
重
な
る
王
の
願
い
に
こ
た
え
て
、
継
子
は
、
死
に
に
い
く

道
と
は
別
に
生
き
る
道
の
橋
を
一
日
で
作
り
、
そ
れ
を
渡
っ
て

帰
る
。

継
子
い
じ
め
の
い
じ
め
方
は
難
題
譚
の
難
題
と
同
じ
で
、
多
様
な
も
の
に

な
り
う
る
だ
ろ
う
か
ら
、
色
じ
か
け
も
あ
り
え
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
方
法

も
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
そ
う
だ（

（（
（

。

Ｂ
、
仁
徳
を
示
す
聖
人
故
事

イ
、
開
田
耕
地

　

舜
は
聖
天
子
な
の
で
聖
人
ら
し
い
仁
徳
譚
と
し
て
、
歴
山
で
耕
し
た
と

い
う
『
書
経
』
の
記
事
を
踏
ま
え
た
も
の
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ

ち
、『
書
経
』
大
禹
謨
に
、

帝て
い

初は
じ

め
歴れ
き

山ざ
ん

に
于お
い

て
、
田
に
往ゆ

き
、
日ひ
び

に
号が
う

泣き
う

し
て
旻び
ん

天て
ん

を
于よ

び
父

母
を
于
ぶ
。
罪
を
負お

ひ
慝と
く

を
引
き
、
載こ
と

を
祗つ
つ
し

み
て
瞽
叟
に
見ま
み

え
、

夔き

夔き

と
し
て
齊せ
い

慄り
つ

す
れ
ば
、
瞽
も
亦
允い
ん

若じ
ゃ
く

す
。

と
あ
る（

（（
（

も
の
で
、
こ
の
歴
山
の
位
置
に
つ
い
て
吉
田
賢
抗
は
『
辞
源
』
に

よ
り
、
以
下
の
四
カ
所
が
有
名
だ
と
い
う（

（（
（

。
①
山
西
省
永
済
県
東
南
、
②

山
東
省
歴
城
県
東
南
、
③
山
東
省
濮
県
東
南
、
④
山
西
省
翼
城
垣
曲
陽
城

沁
水
之
交
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
伝
承
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
管
見
に

入
っ
た
の
は
河
北
、
山
東
、
山
西
、
浙
江
、
湖
北
（
２
）、
湖
南
の
七
ヶ

所
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
山
東
省
の
済
南
の
話
の
冒
頭
は
、

１
、
伝
説
に
よ
る
と
、
虞
舜
の
家
は
済
南
の
南
、
歴
山
の
麓
と
潙い

水

の
あ
た
り
に
あ
っ
た
。
舜
の
父
は
目
が
見
え
ず
、
母
は
舜
が
幼

い
こ
ろ
病
死
し
た
。
後
に
後
妻
を
娶
り
、
象
が
生
ま
れ
た
。
後

妻
は
舜
を
虐
待
し
て
い
た
。

２
、
舜
は
山
洞
で
天
に
向
か
っ
て
哭
い
て
訴
え
る
。
す
る
と
山
野
の

鳥
獣
が
土
を
掘
り
起
こ
し
、
種
を
も
た
ら
し
助
け
て
く
れ
、
荒

地
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
象ぞ
う

が
来
て
耕
し
、
鳥
が
種
を
も
た

ら
し
た
の
だ
。
井
戸
を
掘
り
、
人
々
が
集
ま
り
土
地
も
境
界
を

決
め
て
争
い
を
な
く
し
た
。

３
、
潙
水
に
は
魚
が
た
く
さ
ん
い
た
。
虫
を
使
っ
て
魚
を
捉
え
る
釣

り
の
仕
方
、
陶
器
の
作
り
方
を
発
明
し
人
々
に
教
え
た
。
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と
い
う
内
容
が
記
し
て
あ
り
、
文
化
英
雄
と
し
て
の
起
源
譚
が
語
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
話
の
後
は
堯
が
二
人
の
娘
を
舜
に
与
え
、
弟
の
象
が
兄
嫁
を

み
て
横
恋
慕
し
兄
を
殺
そ
う
と
思
い
、
焼
廩
と
塡
井
の
話
に
な
る（

（（
（

。

　

農
耕
、
釣
魚
、
作
陶
、
造
酒
、
金
銀
の
発
見
な
ど
文
化
の
起
源
に
関
す

る
由
来
譚
を
持
つ
話
が
各
地
に
あ
る
の
は
聖
人
ら
し
い
。

ロ
、
牛
を
問
う

　

舜
子
譚
で
最
も
特
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
は
こ
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
堯
が

舜
の
う
わ
さ
を
聞
き
、
ど
う
い
う
人
物
か
た
し
か
め
に
き
た
時
の
話
で
、

陝
西
、
山
東
（
２
）、
河
南
（
２
）、
山
西
、
浙
江
、
湖
南
（
２
）
の
九
ヶ

所
に
あ
る
。
河
南
省
南
陽
県
の
「
堯
王
訪
賢
」
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。堯

が
位
を
譲
る
人
を
考
え
、
九
人
の
息
子
を
み
て
天
下
を
治
め
る

能
力
は
な
い
と
思
い
、
民
間
に
賢
者
を
捜
し
た
。
歴
山
の
麓
の
瞽
叟

と
い
う
男
に
舜
と
い
う
息
子
が
い
た
。
母
は
死
に
瞽
叟
は
後
妻
を

娶
っ
た
。
後
妻
は
舜
を
目
の
中
の
釘
と
思
っ
た
。
あ
る
日
、
堯
が
こ

こ
に
き
て
舜
が
い
じ
め
ら
れ
て
も
害
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
会
い
た

い
と
思
っ
た
。
舜
は
黄
牛
と
黒
牛
を
使
っ
て
い
た
が
、
牛
の
尻
に
籠

を
つ
け
て
い
た
。
堯
王
は
奇
怪
に
思
い
舜
に
問
う
た
。「
犂
の
横
に

い
る
の
は
ど
う
し
て
か
」「
母
の
話
を
聞
く
た
め
で
す
」「
牛
の
尻
に

籠
を
つ
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」「
鞭
を
直
接
あ
て
た
ら
痛
い
か
ら
、

籠
を
叩
く
た
め
で
す
」
と
い
う
。
堯
王
が
「
あ
な
た
の
黄
牛
と
黒
牛

の
ど
ち
ら
が
早
く
田
を
鋤
く
か
」
と
聞
く
と
、「
黄
牛
も
黒
牛
も
ど

ち
ら
も
早
く
鋤
く
」
と
い
う
。
堯
は
失
望
し
た
。
両
方
の
牛
と
も
早

い
わ
け
は
な
い
。
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
。
百
歩
ほ
ど
遠
く
に
行
っ
た

と
こ
ろ
で
、
舜
が
き
て
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
。「
あ
な
た

が
去
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
私
の
答
が
不
満
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
牛
は
も
と
も
と
黄
牛
が
早
く
黒
牛
は
早
く
な
い
。
そ
れ
を
二
頭

の
前
で
い
う
と
黒
牛
は
い
や
に
思
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
両
方
早
い

と
い
っ
た
の
で
す
」
堯
は
こ
の
答
を
気
に
入
り
、
舜
に
娘
の
娥
皇
と

女
英
を
与
え
、
位
を
舜
に
譲
っ
た
。（

（（
（

　

　

九
ケ
所
の
動
物
は
次
の
よ
う
に
変
わ
る
し
、
質
問
者
も
堯
ば
か
り
で
は

な
い
。２

、
陝
西
省
淳
化
県
―
二
頭
の
牛
。
舜
が
老
人
に
問
う
。

６
、
山
東
省
費
県
―
黒
牛
と
黄
牛
。
堯
王
が
舜
に
問
う
。

７
、
山
東
省
諸
城
県
―
二
頭
の
牛
。
堯
が
舜
に
問
う
。

８
、
河
南
省
陝
県
―
二
頭
の
牛
。
舜
の
妻
が
舜
に
問
う
。
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９
、
河
南
省
南
陽
県
―
黄
牛
と
黒
牛
。
堯
が
舜
に
問
う
。

12
、
山
西
省
翼
城
県
―
大
小
二
頭
の
象
。
人
々
が
舜
に
問
う
。

17
、
浙
江
省
蕭
山
市
―
雄
牛
と
雌
牛
。
堯
が
舜
に
問
う
。

22
、
湖
南
省
東
安
市
―
牛
と
馬
。
堯
王
が
舜
に
問
う
。

26
、
湖
南
省
寧
遠
県
―
黄
牛
と
水
牛
。
堯
が
舜
に
問
う
。

山
西
省
翼
城
県
の
象ぞ

う

が
田
を
耕
す
と
あ
る
の
が
変
わ
っ
て
い
る
と
思
う
だ

ろ
う
が
、
舜
が
象
を
耕
作
に
使
う
と
い
う
の
は
前
述
の
画
像
石
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
「
遼
寧
鞍
山
市
汪
家
峪
遼
画
象
石
墓
」（

（（
（

は
人
物
の
前
の
動
物
は
小
さ
い

な
が
ら
象
の
よ
う
だ
し
、
遼
の
「
張
君
石
棺
」（
北
宋
崇
寧
五
年
１
１
０

６
）
に
舜
ら
し
き
人
物
の
前
に
象
が
描
か
れ
手
前
に
豬
が
描
い
て
あ
る
。

舜
は
手
に
棒
を
持
ち
、
象
を
追
っ
て
い
る
。「
輝
県
石
棺
」
は
象
の
脇
に

舜
子
が
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
河
南
宜
陽
北
宋
画
像
石
棺
」
は
北
宋
の

政
和
七
年
（
１
１
１
７
）
の
も
の
で
二
頭
の
象
と
舜
子
、
手
前
に
小
さ
く

豬
を
描
く
。
ま
た
「
山
西
長
治
市
故
漳
金
代
紀
年
墓
」
の
は
金
の
大
定
二

九
年
（
１
１
８
９
）
の
も
の
で
、
舜
子
の
前
に
象
と
黒
豬
を
同
じ
大
き
さ

に
描
く（

（（
（

。

　

民
間
故
事
の
中
に
は
豬
（
猪
。
変
文
は
猪
と
あ
る
）
が
田
を
耕
す
と
語

る
も
の
は
な
い
が
、
こ
の
山
西
省
の
話
の
よ
う
に
象
が
耕
す
と
語
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
宋
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

Ｃ
、
舜
子
周
辺
の
故
事

イ
、
二
妃

　

河
南
省
偃
師
県
と
湖
南
省
寧
遠
県
に
一
例
ず
つ
、
舜
の
二
人
の
妃
、
娥

皇
と
女
英
を
中
心
に
語
る
話
が
あ
る
。
両
者
に
関
連
は
な
さ
そ
う
な
の

で
、
内
容
は
省
略
す
る
。

ロ
、
九
疑
山

　

湖
南
省
永
州
市
寧
遠
県
に
あ
り
、
蒼
梧
山
と
も
い
う
。
舜
帝
が
南
巡
し

た
と
こ
ろ
で
、
舜
が
没
し
た
場
所
と
さ
れ
、
ゆ
か
り
の
伝
説
が
残
っ
て
い

る
。
湖
南
省
寧
遠
県
に
伝
わ
る
二
つ
の
話
は
山
の
形
と
対
応
さ
せ
た
由
来

譚
で
あ
る
が
、
略
す
。

ハ
、
悪
龍
退
治

　

山
東
、
浙
江
、
湖
南
（
８
）
に
十
例
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
山
東

省
済
南
市
歴
下
区
の
話
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

あ
る
時
に
は
日
が
何
ヶ
月
も
燃
え
、
山
野
が
干
上
が
っ
た
り
、
あ

る
時
に
は
何
日
も
大
雨
が
降
り
続
き
、
作
物
が
水
没
し
、
家
も
壊
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れ
、
人
々
は
火
や
水
の
中
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
禹
が
身

を
挺
し
て
民
を
救
っ
た
。
そ
の
た
め
禹
を
怨
ん
だ
者
が
い
た
。
東
海

の
水
怪
・
巫
支
祁
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
悪
い
蛟
で
長
年
苦
し

い
修
練
を
し
、
人
の
形
に
な
っ
た
者
で
、
頭
は
蛇
で
牙
を
持
ち
、
凶

悪
だ
っ
た
。
そ
の
者
は
万
人
の
上
に
立
ち
、
天
下
の
首
領
に
な
り
た

か
っ
た
。
舜
は
そ
の
凶
相
を
見
、
そ
の
言
葉
に
野
心
と
狡
猾
さ
を
感

じ
、
良
く
な
い
人
物
と
断
定
し
、
そ
の
要
求
を
拒
絶
し
た
が
、
そ
れ

を
巫
支
祁
は
恨
み
に
思
っ
て
い
た
。
後
に
そ
の
者
は
舜
が
禹
に
天
下

を
譲
っ
た
と
聞
き
、
眼
を
赤
く
し
て
怒
り
、
舜
に
報
復
し
、
禹
を
除

こ
う
と
し
た
が
、
舜
は
世
を
去
り
、
巫
支
祁
は
禹
に
敵
対
し
、
禹
と

は
共
に
天
を
戴
か
な
い
と
誓
っ
た
。

以
下
、
禹
が
巫
支
祁
を
捕
ま
え
、
舜
井
に
鎖
で
繋
ぐ
が
、
後
年
あ
る
男
が

舜
井
に
繋
が
れ
た
大
黒
蛟
に
柴
を
放
る
と
、
も
の
す
ご
い
音
と
と
も
に
大

黒
蛟
は
東
海
に
飛
び
去
っ
た
と
話
は
展
開
す
る
が
、
後
半
は
略
す（

（（
（

。

　

こ
れ
以
外
の
話
は
悪
龍
を
巫
支
祁
と
言
っ
て
い
な
い
。
神
龍
（
浙
江
）、

独
龍
（
寧
遠
）、
水
怪
（
九
疑
山
）、
悪
龍
（
藍
山
県
）、
大
蟒
（
寧
遠
）、

蛟
龍
（
寧
遠
）、
妖
蛟
（
道
県
）、
悪
龍
（
寧
遠
、
藍
山
な
ど
の
県
）
と
い

う
。
龍
退
治
は
治
水
を
し
た
禹
の
神
話
の
モ
チ
ー
フ
の
は
ず
だ
が
、
禹
に

治
水
を
命
じ
た
の
は
舜
だ
と
し
て
、
こ
の
話
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。

ニ
、
そ
の
他

　

許
由
に
ま
つ
わ
る
話
は
山
東
と
湖
南
に
あ
り
、
堯
の
息
子
・
丹
朱
に
ま

つ
わ
る
話
は
山
西
と
浙
江
に
あ
る
。
貴
州
と
四
川
に
は
舜
が
羿
の
代
り
に

日
を
射
る
伝
承
が
あ
る
。
そ
の
他
の
寿
仏
、
舜
の
遊
行
、
白
想
、
舜
の

死
、
黒
土
の
由
来
は
皆
湖
南
省
の
伝
承
で
あ
り
、
一
話
だ
け
の
伝
承
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
舜
子
譚
の
広
が
り
を
示
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の

背
景
が
あ
ろ
う
が
、
類
話
が
な
い
今
の
段
階
で
は
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た

い
。

四
、
ま
と
め

　

中
国
に
伝
承
さ
れ
る
民
間
故
事
か
ら
舜
子
譚
を
抜
き
出
し
話
の
内
容
を

検
討
し
て
き
た
が
、
限
ら
れ
た
資
料
の
中
だ
け
で
も
興
味
深
い
も
の
が

あ
っ
た
。
中
国
古
典
の
『
書
経
』『
孟
子
』『
史
記
』『
孝
子
伝
』（

（（
（

『
列
女
伝
』

『
舜
子
変
』
な
ど
は
研
究
さ
れ
て
い
る
。『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
舜
の
記
事

を
見
て
も
『
孟
子
』
だ
け
か
ら
書
か
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
敦
煌
文
書
の

『
舜
子
変
』
が
語
り
物
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら

に
近
年
の
棺
墓
の
象
の
画
像
か
ら
も
、
変
文
の
段
階
と
は
別
の
伝
承
が
発
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生
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

口
承
文
芸
は
語
り
手
の
伝
承
に
そ
れ
な
り
の
継
承
性
が
あ
る
と
は
い

え
、
基
本
的
に
語
り
手
の
恣
意
性
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
気
分
次

第
で
自
由
に
改
変
で
き
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
も
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
枠

が
あ
る
。
個
々
の
話
に
は
タ
イ
プ
（
話
型
）
が
設
定
で
き
る
し
、
モ
チ
ー

フ
（
話
の
構
成
の
核
に
な
る
も
の
）
は
根
強
い
伝
承
力
を
持
つ
。

　

舜
子
譚
は
継
子
い
じ
め
の
一
つ
の
典
型
と
し
て
記
録
さ
れ
、
語
ら
れ
た

歴
史
を
も
つ
。
現
代
の
民
間
故
事
の
中
で
は
継
子
い
じ
め
の
「
焼
廩
と
塡

井
」
は
、
文
献
と
同
様
に
語
ら
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
継
子
と
炒
り

豆
」
の
話
を
取
り
込
ん
だ
も
の
も
あ
る
。
一
方
、
舜
が
聖
人
と
さ
れ
た
こ

と
の
反
映
と
し
て
文
化
英
雄
と
語
る
も
の
も
、
文
献
を
踏
ま
え
て
語
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
は
「
牛
を
問
う
」
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
舜
の
人
柄
を

示
す
新
た
な
モ
チ
ー
フ
が
登
場
し
て
い
る
。
舜
子
周
辺
の
故
事
で
は
悪
龍

退
治
譚
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
、
禹
の
治
水
と
関
連
し
つ
つ
、
舜
に
対
す
る

信
仰
を
感
じ
さ
せ
る
。

注（１
）	

小
島
瓔
礼
著
「『
シ
ッ
デ
ィ
・
キ
ュ
ル
』
の
形
成
と
日
本
の
中
世
物
語
の
展
開
―

「
日
月
の
本
地
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
昭
和
60
年
琉
球
大
学
教
育
学
部
）、
及
び
小

島
瓔
礼
「
日
本
の
継
子
譚
の
形
成
を
考
え
る
―
束
で
伝
わ
る
昔
話
群
か
ら
―
」（
日

本
口
承
文
芸
学
会
第
65
回
研
究
例
会
、
２
０
１
３
年
10
月
19
日
、
白
百
合
女
子
大

学
）。

（
２
）	

関
敬
吾
編
『
日
本
昔
話
大
成
』
第
五
巻
本
格
昔
話
四
、
昭
和
五
三
年
、
角
川
書

店
、
284
〜
290
頁
。

（
３
）	

稲
田
浩
二
著
『
日
本
昔
話
通
観
』
第
28
巻
昔
話
タ
イ
プ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
１
９

８
８
年
、
同
朋
舎
出
版
、
314
〜
315
頁
。

（
４
）	

稲
田
浩
二
編
著
『
日
本
昔
話
通
観
』
第
27
巻
補
遺
、
１
９
８
９
年
、
同
朋
舎
出

版
、
113
頁
。

（
５
）	

陳
鈞
「
害
不
知
的
大
舜
」『
民
間
文
学
』
１
９
６
４
年
第
３
期
、
54
頁
。

（
６
）	

伊
藤
清
司
『
昔
話
伝
説
の
系
譜
』「
継
子
の
井
戸
掘
り
」
１
９
９
１
年
、
第
一
書

房
、
286
〜
303
頁
。

（
７
）	

白
庚
勝
「
春
天
的
故
事
」『
民
間
文
化
論
壇
』
２
０
０
５
年
第
５
期
原
載
『
中
国

民
間
文
芸
年
鑑
』
二
〇
〇
五
年
巻
再
掲
、
15
〜
18
頁
。「
中
国
民
間
故
事
全
書
」

の
総
序
と
し
て
各
巻
巻
頭
に
載
せ
る
。

（
８
）	

拙
稿
「
中
国
民
間
故
事
集
成
、
全
書
、
叢
書
―
民
間
故
事
の
整
理
状
況
―
」『
比

較
民
俗
学
会
報
』
第
三
六
巻
第
四
号
、
２
０
１
６
年
４
月
、
16
〜
20
頁
。

（
９
）	

内
野
熊
一
郎
『
孟
子
』
新
釈
漢
文
大
系
４
、
昭
和
37
年
初
版
、
明
治
書
院
、
321

頁
。

（
10
）	

吉
田
賢
抗
『
史
記
』
一
、
本
紀
、
新
釈
漢
文
大
系
、
昭
和
48
年
初
版
、
明
治
書

院
、
54
〜
55
頁
。

（
11
）	

山
崎
純
一
『
列
女
伝
』
上
、
新
編
漢
文
選
、
平
成
８
年
、
明
治
書
院
、
86
〜
87

頁
。
中
島
み
ど
り
訳
注
『
列
女
伝
』
１
、
２
０
０
１
年
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
686
、

43
〜
72
頁
に
も
詳
し
い
注
が
あ
る
。

（
12
）	

宇
野
瑞
木
『
孝
の
風
景
』
２
０
１
６
年
、
勉
誠
出
版
、
126
頁
。

（
13
）	

宇
野
瑞
木
・
前
掲
書
132
頁
。

（
14
）	
拙
稿
「
日
中
継
子
譚
の
一
モ
チ
ー
フ
―
「
継
子
と
炒
り
豆
」
を
中
心
に
―
」『
名

古
屋
学
院
大
学
論
集
』（
言
語
文
化
篇
）
26
巻
２
号
、
２
０
１
５
年
３
月
、
１
〜
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16
頁
。

（
15
）	

入
矢
義
高
訳
「
舜
子
変
」『
仏
教
文
学
集
』
中
国
古
典
文
学
大
系
、
昭
和
50
年
、

平
凡
社
128
〜
134
頁
。
玄
幸
子
「
変
文
資
料
再
整
理
―
「
舜
子
変
」」『
関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
48
輯
、
平
成
27
年
４
月
、
69
〜
88
頁
。

（
16
）	

稲
田
浩
二
・
前
掲
書
の
第
28
巻
315
頁
。

（
17
）	

例
え
ば
枠
物
語
の
『
七
賢
人
物
語
』
に
も
王
子
を
後
妻
の
妃
が
誘
惑
す
る
話
が
あ

る
。
西
村
正
身
『
七
賢
人
物
語
』
１
９
９
９
年
、
未
知
谷
、
21
〜
26
頁
。

（
18
）	

小
野
沢
精
一
『
書
経
』
下
、
新
釈
漢
文
大
系
26
、
昭
和
60
年
、
明
治
書
院
、
377

頁
。

（
19
）	

吉
田
賢
抗
・
前
掲
書
、
53
頁
。

（
20
）	

徐
臻
講
述
、
李
奎
元
採
録
「
大
舜
的
伝
説
」
１
９
８
６
年
済
南
市
に
て
採
録
。

『
済
南
民
間
故
事
』
李
奎
元
等
捜
集
整
理
、
１
９
８
６
年
、
１
〜
７
頁
。
集
成
、

山
東
巻
18
〜
21
頁
も
ほ
ぼ
同
文
。

（
21
）	

杜
家
典
講
述
、
張
楚
北
採
録
。
１
９
８
２
年
、
南
陽
市
に
て
。
集
成
、
河
南
巻
、

２
０
０
１
年
、
46
〜
47
頁
。

（
22
）	

宇
野
瑞
木
・
前
掲
書
、
689
頁
。
出
典
は
『
考
古
』
１
９
８
１
年
第
三
期
。

（
23
）	

同
上
、
689
頁
。

（
24
）	

韓
兆
福
講
述
、
李
奎
元
採
録
。
１
９
８
６
年
『
済
南
民
間
故
事
』
に
発
表
し
た
も

の
。
こ
の
巫
支
祁
の
伝
承
に
関
し
て
は
黄
芝
崗
『
中
国
的
水
神
』
１
９
３
４
年
、

上
海
初
版
（
１
９
６
８
年
香
港
影
版
）
に
詳
し
い
。

（
25
）	

黒
田
彰
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
２
０
０
７
年
、
汲
古
書
院
。
幼
学
の
会
編
『
孝
子

伝
注
解
』
平
成
15
年
、
汲
古
書
院
に
詳
し
い
注
解
と
考
察
が
あ
る
。


